
「
高
葉
集
に
於
け
る
所
謂
形
容
詞
の

カ

リ

活

用

に

つ
ν＝ 
て」

1
1
1人
麿
作
歌
及
び
人
麿
歌
集
歌
を

中

IL'-

と

し

て
l
i｜

木

村

百E

子

一、

上
代
の
語
法
を
考
察
す
る
場
合
、
不
用
意
に
後
世
白
言
語
意
散
を

以
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
当
時
の
語
訟
を
無
視
す
る
と
い
う
過

ち
を
犯
す
こ
と
に
な
り
、
上
代
詩
の
農
の
姿
を
正
し
く
現
解
す
る
乙

と
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ち
ぱ
、
言
語

ば
時
代
と
共
に
変
遷
す
る
と
い
う
一
面
を
持
つ
た
め
、
語
法
も
ま
た

時
代
に
よ
っ
て
相
違
し
、
各
時
代
各
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
法
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
現
代
語
の
文
法
が
江
戸
時
代
の
文
訟
に
週
間
し
な

い
よ
う
に
、
文
語
文
法
の
規
範
と
さ
れ
て
い
る
千
安
時
代
の
文
訟

も
、
そ
の
ま
L
上
代
詩
の
語
法
と
し
て
は
通
用
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。
上
代
の
語
法
な
る
も
の
を
考
え
て
み
て
も
、
上
代
に
の
み
現
わ

れ
て
千
安
時
代
以
降
に
は
全
く
見
ち
れ
な
い
。
或
い
は
痕
跡
的
に
し

か
存
夜
し
な
い
と
い
う
上
代
特
有
の
語
法
が
あ
り
、
ま
た
活
に
、
平

安
時
代
以
降
に
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
が
、
上
代
に
は
未
だ
充
分
に

発
達
し
て
い
な
い
語
法
も
あ
る
。
従
勺
て
、
子
安
時
代
の
訴
訟
で
以

っ
て
L
L
代
の
一
マ
一
口
語
現
象
を
解
釈
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ば
あ
く
ま

で
も
後
世
的
な
解
釈
で
あ
っ
て
、
当
時
の
訴
訟
と
し
て
は
正
し
く
な

い
、
定
石
を
逸
し
た
場
合
も
出
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。
と
れ
に
閲

す
る
乙
と
の
一
つ
に
、
所
前
形
容
詞
の
カ
リ
市
川
が
あ
る
。
古
今
集

に
於
い
て
、
形
容
詞
及
び
形
容
詞
的
性
絡
を
持
つ
打
出
の
山
酌
詞
ズ

に
ペ
シ
＠
ラ
ム
＠
ケ
リ
な
ど
の
助
動
詞
が
接
続
す
る
場
合
は
、
例
え

本
品
、

O
露
な
が
ら
折
り
て
か
ざ
さ
む
菊
の
花
お
い
せ
ぬ
秋
の
久
し
か
る

ペ
く
（
五
‘
二
七

O
）

O
秋
風
に
か
き
な
す
こ
と
の
弔
｝
ゑ
に
さ
へ
は
か
な
く
人
の
恋
し
か

る
ら
む
（
十
一
一
、
五
八
六
）

O
か
の
か
た
に
い
つ
か
ら
さ
き
に
限
り
け
む
浪
路
は
あ

E
h問、わ

ざ
り
け
り
（
十
、
間
五
八
）

の
如
く
、
カ
リ
活
用
及
び
柿
助
活
川
ザ
リ
を
川
い
ろ
の
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
と
の
よ
う
な
カ
リ
活
問
の
例
は
、
高
葉
集
、
仏
足
一
れ
放
な

庄
の
上
代
文
献
に
も
例
え
ば

O
以
波
比
古
志
古
々
一
品
波
以
末
俳
H

多
乃
士
山
加
用
計
印
刷
（
神
摂
取
’
）

O
多
布
止
可
珂
家
科
米
太
志
可
制
一
羽
利
（
仏
足
石
歌
）

O
伊
米
雨
毛
伊
吋
我
美
延
射
良
奈
久
隣
（
十
五
、
コ
一
七
三
一
五
）

O
麻
奈
久
曾
奈
良
波
古
＃
之
可
軒
家
間
（
二
十
、
問
問
六
一
）

の
如
、
き
実
例
が
存
在
し
、
奈
良
時
代
中
間
に
は
、
叫
に
「
形
容
河
迎

用
形
十
ア
リ
」
「
打
消
し
問
動
詞
ズ
の
連
用
形
十
ア
リ
」
の
融
合
し

た
「
！
i
1
カ
リ
」
「
［
［
ザ
リ
」
の
形
が
発
生
し
て
い
た
と
と
か
山
知
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る
と
と
が
出
来
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
所
詰
形
容
詞
の
カ
リ
活
用
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と

形
容
討
が
動
詞
に
比
較
し
て
活
別
形
が
不
完
全
で
あ
り
、
特
に
助
動

討
を
直
接
下
に
接
続
さ
ぜ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
不
便
を
細
っ

て
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
語
源
的
に
言
え
ば
、
助
動
討
が
ラ
変

動
詞
ア
リ
を
介
し
て
形
容
詞
に
接
続
す
る
「
1

1
ク
ア
リ
ケ
リ
」

「
l
lズ
ア
リ
ケ
リ
」
の
形
が
共
才
に
融
合
締
約
し
て
成
立
し
た
、
も

の
と
一
言
わ
れ
て
い
る

Z
Z

き
て
、
南
葉
集
に
於
い
て
も
前
掲
の
例
の
如
き
カ
リ
活
用
の
例
が

作
在
し
て
い
る
た
め
、
高
葉
集
に
於
け
る
カ
リ
活
用
に
は
何
ら
の
問

題
も
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
ま
た
、

歌
と
い
う
性
質
上
最
も
重
ん
じ
ら
れ
る
格
調
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
高
葉
集
に
於
い
て
形
容
詞
、
及
び
打
消
助

動
詞
ズ
に
ム
・
ラ
ム
＠
キ
・
ケ
リ
な
ど
の
助
動
詞
が
接
続
す
る
場

合
、
未
融
合
形
で
訓
め
ば
五
音
旬
、
七
音
句
が
そ
礼

Jr土
パ
昔
、
八

古
と
な
る
よ
う
な
時
は
、
字
余
り
に
な
る
の
を
避
け
て
「
｜
i
カ

ル
」
「

l
lザ
ル
」
の
よ
う
に
融
合
形
で
施
訓
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

し
か
し
、
乙

L
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
は
、
前
掲
の

融
合
静
の
例
が
新
し
い
歌
に
限
ら
れ
て
沿
り
、
高
葉
才
一
期
、
矛
二

期
に
属
す
る
歌
ぞ
、
人
麿
作
歌
及
び
人
麿
歌
集
歌
に
於
い
て
は
明
ら

か
な
カ
リ
活
用
の
例
が
存
在
し
な
い
ニ
と
、
し
か
も
語
葉
に
よ
っ
℃

或
い
は
活
用
形
に
よ
っ
て
融
合
縮
約
形
に
な
る
の
に
遅
速
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
訓
の
明
ら
か
な
カ
リ
前
川
の
う
ち
「
無
ク
＋
y

リ
」
の
融
合
し
た
「
無
カ
リ
」
が
最
も
多
い
の
は
、
動
討
「
ア
リ
」

に
対
す
る
必
然
性
で
あ
ろ
う
が
、
「
抱
一
カ
リ
L

の
よ
う
に
か
な
り
午

く
か
ら
カ
リ
活
川
の
現
象
を
起
し
た
語
も
あ
ろ
が
訴
に
よ
っ
て
は
融

h

－
e
 

A
口
し
に
く
い
も
の
も
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
「
如
ク
」
に
続
く

r
リ

は
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
一
日
一
円
、
つ
ま
で
も
な
く
、
ヂ
シ
、
末

期
や
卸
会
初
期
に
於
い
て
さ
え
も
可
決
し
て
融
合
じ
な
い
こ
ム
－
宗
う
な

ど
は
、
大
い
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
で
あ
ろ
Q

前
述
の
通
り
、
集
中
、
そ
の
他
の
文
献
に
も
カ
リ
市
川
の
例
は
見

出
し
得
る
の
で
あ
る
が
、

い
可
奈
之
可
利
家
現
（
万
五
、
七
九
三
〉

判
古
非
之
可
制
家
町
田
（
万
二
十
、
問
問
六
一
）

刊
安
波
射
良
米
也
山
内
（
万
十
五
、
二
一
七
問
一
）

判
於
一
旦
問
可
良
受
夜
（
仏
足
石
歌
〉

川
川
等
伎
奈
可
皇
家
利
（
万
十
四
、
三
間
二
二
）

の
如
〈
融
合
形
の
存
す
る
語
棄
に
し
て
も
、
一
方
で
は
も

ω可
奈
之
久
安
閉
出
家
牟
（
刀
二
十
、
四
三
三
コ
一
）

制
古
非
之
久
安
流
俗
之
（
万
二
十
、
問
問

O
八）

州
阿
良
波
左
受
安
利
吉
（
万
五
、
八
五
四
）

川
円
安
流
位
恒
久
安
里
家
留
（
万
十
五
、
二
一
七
三
九
）

附
無
常
阿
泉
家
利
（
万
十
九
、
四
二
一
間
V

の
如
く
未
冗
融
合
縮
約
し
て
い
な
い
形
で
用
い
ら
れ
て
ゐ
り
、
民
葉

集
に
於
い
て
は
融
合
形
と
未
融
合
形
と
が
併
存
し
て
い
る
と
と
、
記
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紀
に
於
い
て
は
、

O
岐
美
何
余
曾
比
新
多
布
斗
久
阿
理
師
理
（
記
上
・
7
）

（
但
し
括
弧
内
の
数
字
は
、
岩
波
の
日
本
古
典
文
学
大
系
「
古

代
歌
謡
集
」
に
附
さ
れ
て
い
る
呑
号
に
よ
る
。
以
下
同
様
）

O
許
許
呂
京
陀
遁
遡
阿
｜
凶
割
問
劃
珂
阿
到
剖
（
記
下
伺
〉

。
夜
弊
能
掛
婆
加
岐
伊J
瑚
劃
劃
珂
阿
瑚
（
記
下
肝
）

O
企
一
揖
我
誉
贈
比
志
劃
制
矧
勾
阿
利
副
利
（
紀
・
差
す
b

）

O
伊
志
歌
需
阿
組
岡
山
府
（
紀
巻
十
四
・
剖
一
本
云
）

O
阿
母
儒
挙
曾
和
明
出
－
間
同
組
制
（
紀
巻
十
四
一
出
）

O
倭
相
短
婆
能
倭
相
倶
阿
利
岐
騰
（
紀
巻
二
十
六
訂
）
1
1
 

の
如
く
す
ぺ
て
未
融
合
形
で
あ
っ
て
融
合
縮
約
形
は
一
例
も
な
い
と

と
、
更
に
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
さ
え
も
、
例
え
ば
、

O
知
ル
ぺ
カ
ラ
ク
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
）

O
受
け
た
る
性
聡
ク
敏
シ
カ
リ
キ
（
右
に
同
じ
）

O
当
に
生
レ
む
と
欣
フ
心
霊
カ
ラ
シ
（
繭
勤
上
生
経
賛
）

な
ど
白
融
合
形
と
共
に

O
分
別
無
ク
ア
ラ
ム
ト
シ
タ
？
ヒ
シ

（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
）

O
格
一
一
施
与
セ
ズ
（
不
）
ア
ラ
ム
（
聖
語
腎
菩
醒
戒
経
点
〉

O
元
ク
ア
ラ
令
メ
ム
（
唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
）

な
ど
多
数
未
融
合
形
が
存
衣
じ
て
い
る
と
と
S
3
ぞ
考
慮
す
る
と
、

高
葉
集
に
於
い
て
は
む
し
ろ
未
融
合
形
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
カ

P

活
用
は
新
し
い
歌
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
℃
も
、
当
時
の
語

法
と
し
て
は
頗
る
破
格
で
あ
っ
た
と
一
一
日
わ
ね
ば
な
ら
な
い
Q

た
ど
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
集
中
に
は
「
カ
ナ
シ
カ
リ
ケ
リ
」

「
ク
ル
シ
カ
リ
ケ
リ
」
な
ど
の
融
合
形
と
「
カ
ナ
シ
ク
ア
リ
ケ
リ
」

「
ク
ル
シ
ク
ア
リ
ケ
リ
」
な
ど
の
未
融
合
形
と
が
併
作
し
て
お
り
、

時
代
的
に
言
っ
て
い
つ
か
ら
「
｜
｜
ク
ア
リ
」
「
l
l
I
ズ
ア
リ
」
が

融
合
し
て
「
｜
｜
カ
リ
」
「
！
l
i
ザ
リ
」
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
確
言

出
来
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
集
中
で
も
古
い
時
代
に
属
す

る
人
麿
作
歌
及
び
人
麿
歌
集
歌
、
或
い
は
南
葉
一
・
二
期
に
属
す
る

歌
を
カ
リ
活
用
で
訓
む
と
と
は
避
け
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
と

い
う
の
は
、
記
紀
は
勿
論
、
続
紀
の
立
命
に
於
い
て
さ
え
も
、
更
に

人
麿
作
歌
及
び
人
麿
歌
集
歌
、
高
葉
一
・
二
期
に
属
す
る
歌
で
、
訓

の
明
ら
か
な
も
の
は
例
外
な
く
「
1
1』
ク
ア
リ
」
「
｜
｜
｜
ズ
ア
リ
」

の
未
融
合
形
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
る
に
従
来
の
諸
註
釈
書
で
は
、
或
る
時
は
融
合
形
で
訓
み
、

或
る
時
は
未
融
合
形
で
訓
む
と
い
っ
た
よ
う
に
、
訓
詰
の
態
度
に
一

貫
性
が
な
く
甚
だ
窓
意
的
で
あ
っ
て
、
当
時
の
語
法
と
し
て
ば
相
応

し
く
な
い
訓
を
施
し
℃
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
じ
、
高
葉
の
作
品
が
伝
統
を
負
っ
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
奈
良
時
代
の
語
法
と
し
て
は
す
と
ぷ
る
破
格
で
あ
る
カ
リ
荊

用
を
、
無
反
省
に
寓
葉
の
ど
の
歌
に
も
適
用
す
る
と
と
は
、
ゅ
な
く

と
も
、
人
麿
作
歌
及
び
人
麿
歌
集
歌
、
或
い
は
一
・
二
期
に
属
す
る

歌
ぞ
カ
リ
活
用
で
訓
む
と
と
は
一
考
を
要
す
る
問
顕
で
あ
り
、
一
手

一
音
の
仮
名
書
き
の
例
及
び
訓
が
載
然
と
し
て
動
か
さ
れ
な
い
も
の
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以
外
の
訓
に
つ
い
て
は
も
当
然
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
忠
わ
れ

旬。。

わ

れ

よ

り

も

定

づ

L
舟
ひ
と
D
I
l
l－

憶
良
の
貧
窮
問
答
歌
の
一
節
「
：
：
：
和
礼
欲
利
母
貴
人
乃
父
母

l
i
l－
－

1
1
1
1
1
1

め

苧

一

疋

も

は

と

ひ

て

同

〈

ら

む

波
飢
寒
良
牟
妻
子
等
波
乞
豆
泣
良
牟
・
：
・
」
の
傍
織
の
部
分

は
、
「
チ
チ
ハ
ハ
ハ
ウ
ヱ
サ
ム
カ
ラ
ム
」
と
訓
ま
れ
て
、
こ
れ
ま
で

に
疑
点
の
さ
し
は
さ
ま
れ
た
乙
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
亀
井
孝

氏
は
、
「
飢
寒
良
牟
」
を
「
サ
ム
ク
ア
ラ
ム
」
の
つ
い
λ

ま
っ
た
形
「
サ

ム
カ
ラ
ム
」
で
訓
む
と
と
は
、
奈
良
時
代
の
文
法
と
し
て
は
す

と
ぷ
る
破
格
で
あ
る
Q

一
宇
一
音
節
の
寓
葉
か
な
で
書
い
て
な

い
か
ぎ
り
、
後
世
の
「
サ
ム
カ
ラ
ム
」
に
対
す
る
奈
良
時
代
。

形
と
し
℃
は
「
サ
ム
ケ
ム
し
と
訓
む
ぺ
き
が
す
く
な
く
と
も
定

石
で
あ
る
。

と
述
べ
、
し
か
し
な
が
ら
、
と
の
字
面
で
は
「
サ
ム
ケ
ム
」
と
は
訓

め
な
い
の
で
、
従
来
の
諸
註
釈
書
が
従
っ
て
い
た
「
ウ
ヱ
サ
ム
カ
ラ

ム
」
の
訓
を
捨
て
、
「
ウ
ヱ
コ
ユ
ラ
ム
」
と
改
訓
さ
れ
た
言
3
0
従

来
多
く
の
詑
釈
書
の
支
持
を
得
て
は
い
た
が
、
訴
訟
上
許
容
同
来
な

い
難
点
を
持
つ
「
ウ
ヱ
サ
ム
カ
ラ
ム
」
に
対
し
て
、
亀
井
氏
の
訓
「
ウ

ヱ
コ
ユ
ラ
ム
」
は
、
当
時
の
語
法
と
し
て
正
に
当
を
得
た
適
切
な
訓

で
あ
る
と
一
百
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

集
中
の
形
容
詞
の
う
ち
カ
リ
活
用
で
訓
ま
れ
て
い
る
訴
は
、
新
校

高
葉
集
に
よ
れ
ば
三
十
近
く
あ
る
が
、
人
陸
時
代
の
カ
リ
活
用
に
つ

い
て
の
考
察
が
私
の
目
的
と
す
る
と
と
ろ
で
あ
っ
た
の
で
、
一
応
時

代
を
高
葉
矛
二
期
ま
で
と
限
り
、
人
間
作
歌
及
び
歌
集
歌
に
見
え
る

「
久
シ
」
「
苦
シ
」
「
術
ナ
シ
」
「
繁
シ
」
「
尊
シ
」
「
ぺ
シ
」

「
ズ
」
を
と
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
を
検
討
し
て
み
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ

L
で
は
紙
数
の
関
係
上
「
久
シ
」
「
苦
シ
」
「
ズ
」

D
部
分
光
け
ぞ
抜
率
す
る
と
と
に
す
る
。

一一、

か
主
主
で
う
み
三
そ
あ
る
れ
あ
す
ど
い
ば
ば

Ill－
－
守
弘
炉
支
店
ま
に

風
吹
海
荒
明
日
一
一
日
応
久
君
随
（
七
・
一
三

O
九
）
人
時
歌
集

右
の
歌
の
才
四
旬
は
、
「
ヒ
サ
シ
カ
ル
ぐ
シ
」
と
訓
ま
れ
て
異
訓

を
見
な
い
。

と
こ
る
で
、
形
容
詞
が
カ
リ
活
用
の
現
現
を
起
す
の
は
、
キ
、

ム
、
ケ
リ
、
シ
ム
、
ペ
シ
な
ど
の
助
動
討
が
、
ラ
変
動
詞
ア
リ
を
介

し
℃
「
！

i
ク
ア
ラ
〈
リ
、
ル
レ
〉
」
の
形
か
ら
形
容
詞
に
接
続
す

る
場
合
で
あ
る
が
、
形
存
詞
の
連
川
形
に
助
動
詞
が
接
続
す
る
と
い

う
全
く
同
巳
条
件
の
下
に
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
形
容
詞
が
全
く
同

等
に
カ
リ
活
用
の
現
象
を
起
す
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
と
に
は

語
に
よ
っ
℃
、
或
い
は
活
用
形
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
か
ち
相
違
の
あ

る
と
と
が
看
取
出
来
る
。
と
い
う
と
と
は
、
「
無
シ
」
の
よ
う
に
請

に
よ
っ
て
は
融
合
し
ヤ
す
く
、
多
く
カ
リ
活
用
の
現
象
を
呈
す
る
も

の
も
あ
る
が
、
形
容
詞
と
ア
リ
と
の
結
合
が
同
く
、
融
合
し
に
く
い

語
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
如
ク
」
に
続
く
ア
リ
が
、
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
勿
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論
、
鎌
倉
初
期
に
於
い
て
さ
え
も
、
決
し
て
融
合
じ
な
い
と
と
ば
周

知
の
通
り
で
あ
る
が
、
「
久
シ
」
も
「
如
シ
」
と
同
じ
よ
う
に
融
合

し
に
く
い
詰
で
あ
る
と
と
が
、
春
日
政
治
時
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
♀
5
Q
即
ち
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
主
経
』
の
古
点
に
於

い
て
、
明
ら
か
に
附
訓
さ
れ
た
も
の
L
限
り
で
は

。
一
村
に
死
（
な
）
む
こ
と
も
久
（
し
〉
ク
あ
る
ま
じ
〔
不
U

o

。
出
セ
て
死
（
な
）
む
将
る
こ
と
久
（
し
）
ク
あ
る
マ
ジ
キ
ペ
不
〕

を
見
つ

C
死
に
趣
（
か
）
む
こ
と
将
に
久
（
し
）
ク
あ
る
ま
じ
〔
不
〕

の
如
〈
融
合
さ
れ
な
い
形
の
み
で
、
融
合
形
の
例
は
一
例
も
見
え
℃

い
な
い
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
、
「
久
シ
」
の
融
合
形
が
な
く
未

融
合
形
の
み
存
す
ろ
こ
と
に
つ
い
て
、
春
日
間
士
は
、

佐
ふ
に
こ
の
ア
リ
は
、
形
容
詞
に
助
動
詞
を
つ
け
る
た
め
に
動

詞
市
と
す
る
プ
ザ
で
は
な
く
、
経
過
ス
ル
と
い
ふ
実
質
一
世
誌
を
持

っ
た
プ
リ
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
ヨ
カ
リ
キ
、
オ
ホ

カ
ラ
ズ
な
ど
の
、
単
に
ヨ
シ
の
過
去
、
多
シ
の
打
出
を
作
る
震

に
入
っ
た
ア
す
と
は
刊
去
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

と
述
ぺ
て
お
ら
れ
る
が
円
一
計
主
、
時
か
に
「
久
シ
」
と
結
合
し
て
い
る

ア
リ
に
は
、
実
質
的
な
じ
仔
在
或
い
は
継
続
の
意
味
が
幾
分
残
っ
て
お

り
、
こ
の
ア
リ
が
完
全
に
形
式
化
し
た
訴
で
は
な
／
＼
、
実
質
的
な
意

味
を
有
す
る
L
し
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
「
ヒ
サ
シ
ク
＋
ア
ラ
八
リ
・

ル
・
レ

V
」
は
融
合
し
に
く
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
久
シ
」
は
子
安
初
期
に
於
い
て
も
融
合
し
に

く
い
と
い
う
事
実
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
高
葉
一
・
二
期
に
於
い
て

は
訓
の
明
ら
か
な
カ
リ
活
用
の
例
が
一
例
も
な
く
、
「
久
シ
」
の
カ

リ
市
周
の
み
な
ら
や
、
形
容
詞
カ
リ
荷
用
の
存
在
自
体
が
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
と
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
集
巾
で
も
古
い
時
代
に
属
す
る

人
麿
歌
集
歌
で
あ
る
問
題
歌
の
「
応
久
」
を
従
来
の
通
り
、
「
ヒ
サ

シ
カ
ル
ペ
シ
」
と
訓
む
こ
と
に
、
大
き
な
抵
触
を
感
じ
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

集
中
「
久
シ
」
の
融
合
し
た
例
の
な
い
の
は
勿
論
の
乙
と
で
あ
る

が、

わ

が

た

び

は

fv
剖

引

く

松

山

町

l

い

和
我
多
枇
波
比
左
忠
久
安
良
忠
（
十
五
・
二
一
六
六
七
）

の
例
に
照
合
し
て
も
、
と
L
は
「
ヒ
サ
シ
ク
ア
ル
ぺ
シ
」
と
未
融
合

形
で
施
訓
す
る
の
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

。，白

み
ち
D
Lり
ふ
か
っ
し
ま
や
ま
し
ま
し
く
も
苧
み
が
円
み
ね
吋
A
i
l－

凶
路
後
深
津
向
山
智
君
日
不
見
一
苛
有

（
十
一
・
二
間
二
一
二
人
間
歌
集
）

い
め

U
L日
は

l
i
l
i－－
－

u
y一
三
ご
か

fh守
れ

戸

一

も

こ

も

ふ

れ

ね

ば

倒
夢
之
相
者
叶
十
日
有
家
車
党
而
掻
探
友
乎
ニ
モ
不
所
触
者

（
問
・
七
四
一
家
持
）

右
の
傍
総
の
部
分
は
、
い
ず
れ
も
「
ク
ル
シ
カ
リ
ケ
リ
」

L
施
訓
さ

れ
て
い
る
。
従
来
の
訓
｛
ク
ル
シ
カ
リ
ケ
リ
」
は
、
「
ク
ル
シ
ク
ア

リ
ケ
リ
」
の
融
合
縮
約
形
で
あ
る
が
、
所
前
カ
リ
活
用
の
発
生
は
奈

良
時
代
の
中
期
頃
と
見
ら
れ
て
お
り
、
記
紀
に
於
い
て
形
容
詞
の
カ

リ
所
肘
が
現
わ
れ
て
い
な
い
の
は
勿
論
、
国
葉
集
に
於
い
て
も
極
め

て
新
し
い
歌
に
し
か
見
ち
れ
な
い
こ
と
か
忘
し
て
、
記
紀
歌
謡
と
ほ



H
A

同
時
代
に
属
す
る
人
隠
歌
集
歌
で
あ
る
凶
「
苦
有
」
左
カ
リ
活
用

で
訓
む
こ
と
は
、
司
法
上
い
か
に
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ

て
、
と
L
は
未
融
合
川
市
で
「
グ
ル
シ
ク
ア
リ
ケ
リ
」
と
訓
み
、
カ
リ

市
川
の
訓
は
避
け
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
「
ク
ル
シ
ク
ア
リ
ケ

リ
」
と
す
る
と
八
音
で
千
余
り
と
な
る
が
、
旬
中
に
単
独
町
古
川
玲

ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
字
余
り
は
差
支
え
な
〈

叉
こ
の
場
合
に
は
グ
川
1

守
補
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
下
一
J

人
腔

J
3
J
T
V
一川
j

一
一
び
に
し
あ
り

υり

歌
集
款
に
は
「
祝
杯
ポ
」
（
十
一
・
二
四
一
間
〉
「
恋
在
」
ハ
十

一
・
二
問
問
二
）
な
ど
ケ
リ
そ
訓
み
添
え
た
例
が
あ
り
何
ら
の
抵
触

も
生
じ
な
い
。

倒
は
、
家
持
の
歌
で
か
な
り
新
し
い
時
代
の
歌
で
あ
る
が
、
析
し

い
歌
で
あ
る
か
ら
絶
対
に
カ
官
活
用
で
訓
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
家
持
の
時
代
に
は
カ
リ

市
川
も
弐
ず
に
克
達
し
て
来
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
米
一
融
合
形

も
依
然
と
し
て
優
勢
で
あ
っ
て
、
高
葉
集
に
於
い
て
は
融
合
形
と
北
ハ

に
米
融
合
形
も
多
く
川
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ο

家
持
の
時
代

に
於
い
て
も
未
融
合
形
が
多
く
旧
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
ぞ
、

家
持
に
は
か
え
っ
て
古
語
や
古
形
ぞ
用
い
た
場
合
が
多
く
、
彼
の
か

な
り
研
し
い
歌
に
も
米
融
合
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る

と
＼
こ
L
も
「
ク
ル
シ
ク
ア
リ
ケ
リ
」
と
施
訓
す
る
の
が
妥
当
し
て

い
る
と
思
う
。

ηλυ 

打
消
し
助
動
部
「
ず
」
は
、

L

「
ず
」
の
連
川
形
が
副
詞
法
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

2
．
助
動
詞
を
直
接
下
に
接
続
さ
ぜ
な
い
こ
と

－
命
令
川
市
を
欠
く
こ
と

4．
柿
助
活
用
に
ザ
リ
の
あ
る
と
と

な
ど
の
点
に
お
い
て
、
郁
容
詞
的
な
性
格
、
機
能
を
有
し
て
い
る
と

言
わ
れ
℃
い
る
ο

「
十
」
は
形
容
一
一
川
性
の
助
動
詞
で
あ
る
た
め
、
形

容
討
が
り
乞
う
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
キ
、
ケ
リ
、
ム
、
ラ
ム
な
ど
の

助
動
討
を
直
接
下
に
接
続
さ
せ
る
と
と
は
出
来
ず
，
そ
の
場
企
に
は

動
詞
ア
リ
を
介
し
て
「
刈
ア
リ
ケ
リ
」
「
ズ
ア
ル
ラ
ム
」
の
よ
う
な

接
続
の
形
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
Q

ズ
の
補
助
活
用
ザ
リ
は
、
そ
の

起
源
に
お
い
て
、
ズ
の
連
財
形
に
ア
リ
が
附
き
、
そ
れ
が
融
合
締
約

し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
事
情
は
形
容
詞
の
カ
リ

市
川
と
越
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

今
日
に
お
い
て
も
、
「
刷
到
る
こ
と
出
は
ず
」
「
帰
ら
ざ
る
人
」

の
如
／
＼
ズ
の
補
問
活
用
は
一
般
に
川
い
ら
れ
て
お
り
、
現
代
の
我
々

の
一
行
語
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
と
の
よ
う
に
ズ
の
補
助
活
川
ぞ
川
い
る

と
と
は
当
然
で
且
つ
自
然
な
刑
法
で
あ
っ
て
、
訴
訟
上
何
ら
の
抵
触

も
感
じ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
如
〈
上
代
に
於
い
て
、
形

容
討
の
カ
リ
前
川
が
当
時
の
語
法
と
し
℃
は
す
こ
ぶ
る
破
格
で
あ
っ

た
の
と
向
じ
く
、
「
ズ
ア
リ
」
の
融
合
し
た
ザ
リ
も
未
発
達
の
段
階

に
あ
っ
た
の
で
あ
う
て
、
ザ
リ
の
完
全
な
発
遣
を
見
、
そ
れ
が
白
山

に
駆
使
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
千
安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
と

と
で
あ
る
。
そ
れ
故
従
来
の
諸
註
釈
書
の
よ
う
に
、
如
何
な
る
場
合
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に
も
ザ
リ
で
施
訓
す
る
こ
と
は
、
語
法
上
許
容
出
来
な
い
と
と
で
あ

り
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

集
中
の
ザ
リ
の
使
用
度
数
を
訓
の
明
ら
か
な
仮
名
書
き
の
例
に
よ

っ
て
表
示
す
れ
ば
、
帝
大
の
如
く
で
あ
る
が
、

一
未
然
形
連
川
形
一
絡
止
形
一
連
休
形
一
己
然
形
一
命
令
形
一
計
一

一も一十－
u
干

Jrfi一十川一十三
l
i

n－－
U

可

l
u－－

い
ず
れ
も
比
較
的
新
し
い
歌
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

と
れ
に
対
し
て
、
未
融
合
形
は
、

一
未
然
形
一
連
川
形
一
柊
止
畑
一
連
体
形
一
己
然
形
一
命
令
形
一
計
一

引
一
三
十
五
川
町
一
一

一

4

一
0

7

u

一
1

一
0

一

一

の
如
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
と
の
表
に
よ
っ
て
も
、
高
葉
集
に
於
い

て
は
米
融
合
形
の
方
が
は
る
か
に
優
勢
で
あ
る
と
と
が
八
刀
る
。

（
柿
助
的
問
ザ
リ
の
活
用
形
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
考
察

す
ぺ
き
で
あ
る
が
、
と
れ
も
紙
面
白
都
合
に
よ
り
、
と
L

で
は
連
体

形
ザ
ル
の
場
合
の
み
を
取
扱
う
乙
と
に
す
る
〉

介
に
せ
む
に
い
り
ち
「
空
け
む
わ
吟
一
毛
こ

r
i
l
l！
1
1
1
1
し
な
ま
L
も
白
を

O
何
為
命
継
五
口
妹
不
恋
前
死
物

（
十
一

－
二
三
七
七
人
踏
歌
集
）

右
の
傍
織
の
部
分
を
、
古
義
、
略
解
、
新
考
‘
総
釈
、
私
注
、

口
訳
、
大
成
、
新
校
な
ど
で
は
「
コ
ヒ
ザ
ル
サ
キ
一
一
」
と
補
助
活
川

で
施
訓
し
て
い
る
。

と
と
ろ
で
、
ズ
の
補
助
活
用
は
、
「
！
｜
ズ
ア
リ
」
の
融
合
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
「
不
見
有
従
」
「
不
相
有
哉
」
の
場
合

の
よ
う
に
「
有
」
字
の
表
記
が
あ
れ
ば
、
未
融
合
形
で
訓
み
得
る
の

は
勿
論
の
と
と
、
融
合
形
で
訓
む
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
右
の
歌
の
場
合
の
よ
う
に
「
有
」
字
の
表
記
の
な
い
も
の
を
も

果
し
て
融
合
形
で
訓
み
得
る
か
左
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
た
と
え
未

融
合
形
で
「
｜
！
l
ズ
ア
ル
」
と
訓
む
に
し
℃
も
ア
リ
は
補
読
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ア
リ
の
訓
み
添
え
に
つ
い
て
も
向
問
問
が
残
る
。

さ
て
、
動
詞
、
形
容
詞
の
活
用
形
の
う
ち
、
連
休
形
の
発
生
が
比

較
的
新
し
い
と
い
う
と
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
と
で
あ
る

が
、
「
ズ
十
ア
リ
」
の
融
合
し
た
ザ
リ
の
連
休
形
ザ
ル
に
し
て
も
、

同
様
に
か
な
り
新
し
い
発
生
と
瓜
わ
れ
る
。
そ
れ
故
集
中
で
も
古
い

時
代
に
属
す
る
人
麿
歌
集
歌
を
新
し
い
発
生
の
ザ
ル
で
訓
む
と
と
は

不
可
能
で
あ
り
、
語
法
上
無
理
の
な
い
訓
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

形
容
詞
の
カ
り
活
用
阜
、
助
動
詞
の
補
助
活
用
ザ
リ
な
ど
は
、
直
…
松

下
に
助
動
詞
を
接
続
さ
せ
る
と
と
が
出
来
な
い
と
い
う
市
容
詞
ヤ
形

容
詞
性
の
用
法
を
補
う
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
市
川

で
充
分
に
そ
の
機
能
を
果
す
と
と
の
出
来
る
川
法
に
は
、
大
体
に
於

い
て
補
助
活
用
は
用
い
な
い
。
打
消
の
助
動
詞
ズ
の
場
合
に
し
て

も
、
下
に
助
動
詞
の
接
続
す
る
場
合
に
は
、
接
続
の
関
係
上
補
助
問
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用
ザ
リ
白
形
を
と
る
の
は
当
然
の
と
と
で
あ
る
が
、
下
に
助
動
詞
D

接
続
し
な
い
場
合
、
特
に
ズ
が
連
休
修
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合

に
は
、
例
え
ば
、
「
忘
れ
得
ぬ
人
々
」
「
人
の
住
ま
ぬ
家
」
の
如

く
、
本
活
用
の
連
休
形
ヌ
を
用
い
れ
ば
事
た
り
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
補
助
活
用
の
連
体
形
ザ
ル
を
用
い
る
い
き
L

か

の
必
要
も
な
い
口

し
か
る
に
、
「
書
か
ざ
る
作
家
」
「
帰
ら
ざ
る
人
」
の
如
く
、
ズ

が
体
言
に
接
続
す
る
場
合
に
も
補
助
活
用
ザ
ル
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
何
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
と
れ
は
、
ナ
リ
、

ぺ
シ
、
ラ
ム
、
ラ
シ
な
ど
の
連
体
形
接
続
の
助
動
詞
が
ズ
に
接
す
る

場
合
に
は
、
本
活
用
の
連
体
形
ヌ
で
は
な
く
補
助
活
用
の
ザ
ル
を
用

い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
類
推
し
て
．
本
活
用
の
ヌ
で
充
分
に
そ
の
機

能
を
果
し
得
る
場
合
‘
即
ち
、
下
に
助
動
詞
の
接
続
し
な
い
連
休
修

飾
の
場
合
に
も
ザ
ル
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
に
連
休
修
飾
の
場
合
に
ザ
ル
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
と
と
で
あ
っ
て
、
上
代

に
於
い
て
は
か
L
る
用
例
を
見
な
い
。
門
前
正
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
卒

安
時
代
の
仮
名
文
学
に
於
い
て
は
、
打
消
し
の
助
動
詞
ズ
の
連
休
形

「
ヌ
」
と
「
ザ
ル
」
と
の
聞
に
使
い
分
け
が
存
し
て
い
る
と
い
う
と

と
、
即
ち
、
下
に
助
動
詞
の
接
続
す
る
場
合
に
は
ザ
ル
を
用
い
、
助

動
詞
が
接
続
し
な
い
場
合
に
は
ヌ
を
用
い
て

b
り
、
両
者
の
使
い
分

け
が
哉
然
と
し
て
い
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
S
B
U
ま
た
、
平
安
初

期
の
漢
文
訓
読
文
に
於
い
て
も
‘
ヌ
と
ザ
ル
と
の
聞
に
は
大
休
の
使

務
議
運
泊
喝

TJI守
斗

4
1も
1
7
i
1ト
j
i
l－
－

3
f
i－
－

い
分
け
が
あ
り
、
下
に
助
動
詞
を
仲
わ
な
い
場
合
は
ヌ
を
用
い
る
の

が
圧
倒
的
に
多
く
、
補
助
活
用
を
用
い
る
場
合
に
し
て
も
、
す
ぺ
て

未
融
合
形
が
使
わ
れ
て
い
て
、
明
ら
か
に
融
合
形
と
認
め
ら
れ
る
例

は
一
例
も
な
い
と
と
、
・
究
に
‘
下
に
助
動
詞
を
仲
う
場
合
に
は
柿
助

活
用
を
用
い
た
例
が
多
い
け
れ
ど
も
、
と
の
場
合
に
も
未
融
合
形
の

み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
、
同
氏
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ

て
い
る
♀
3
0
門
前
氏
の
ヌ
と
ザ
ル
と
の
聞
に
使
い
分
け
が
存
す
る

と
り
つ
説
は
、
当
面
の
問
題
「
不
恋
前
」
の
訓
を
考
え
る
上
に
大
い

に
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

集
中
、
連
体
形
制
川
の
例
は
、
「
奈
志
許
佐
流
良
米
」
（
十
問
・

三
四
三

O
）
の
一
例
が
見
え
る
が
、
と
の
「
奈
志
許
佐
流
良
米
」
の

訓
に
は
諸
説
が
あ
っ
て
一
定
し
て
烏
ら
ず
、
と
れ
を
ザ
ル
の
用
例
と

し
て
挙
げ
る
の
は
適
当
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え

新
校
な
ど
の
訓
に
従
い
「
ナ
シ
コ
ザ
ル
ラ
メ
」
と
訓
ん
把
と
し
て

も
、
乙
れ
は
助
動
詞
に
接
続
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
以

っ
て
「
不
恋
前
」
を
「
コ
ヒ
相
川
サ
キ
2

」
と
訓
む
べ
き
傍
証
例
と

す
る
と
と
は
出
来
な
い
。

集
中
、
ズ
が
助
動
調
に
接
続
す
る
場
合
に
於
い
て
さ
え
融
合
形
と

な
る
の
は
稀
で
、
殆
ん

E
未
融
合
形
「

1
l
ズ
ア
ル
」
と
な
っ
て
い

る
と
と
、
記
紀
に
於
い
て
も
、
或
い
は
ま
た
、
語
法
に
於
い
て
伝
統

的
な
古
形
を
多
く
用
い
て
い
る
続
紀
宜
一
命
に
於
い
て
も

阿
比
砂
母
波
受
阿
良
牟
ハ
記
・
下
・
印
）

杭
挙
曳
骨
阿
耕
母
（
紀
・
巻
十
四
－

m）
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不
行
阿
流
己
止
（
二
八
詔
〉

F｜
創
阿
耐
ガ
ハ
二
八
詔
〉

府
樹
阿
嗣
到
副
（
四
一
詔
）

の
如
く
、
い
ず
れ
も
未
融
合
形
と
な
っ
て
お
り
融
合
形
は
皆
無
で
あ

る
乙
と
、
更
に
千
安
時
代
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
さ
え
も
、

O
宣
に
説
か
ボ
七
川
乙
と
得
ハ
む
）
ぞ
〈
山
岡
本
妙
法
蓮
華
経
〉

O
安
立
（
す
る
）
所
の
正
法
（
に
）
非
ず
あ
る
性
は
：
（
雑
集
論
〉

O
疲
労
を
樺
ら
〔
ず
〕
あ
る
応
し
。（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
V

の
如
く
、
未
融
合
形
「
ズ
ア
ル
」
が
多
く
用
い
ら
れ
℃
い
る
と
と

皇
習
を
考
慮
す
る
と
、
「
不
恋
前
」
を
未
融
合
形
で
「
コ
ヒ
ズ
ア
ル

サ
キ
こ
と
は
訓
ん
で
も
、
決
し
て
「
コ
ヒ
判
州
ザ
キ
＝
」
と
融
合
形

で
施
訓
す
べ
き
で
は
な
い
と
と
が
理
解
出
来
る
。
し
か
し
、
「
不
恋

前
」
の
字
面
を
未
融
合
形
で
「
コ
ヒ
ズ
ア
ル
サ
キ
一
こ
と
訓
む
と
と

は
、
表
記
上
の
難
点
も
さ
る
と
と
な
が
ら
、
上
代
に
於
い
て
連
休
修

飾
の
場
合
に
「
ズ
ア
ル
」
の
形
を
と
る
と
と
が
全
く
な
く
、
「
ズ
ア

ル
」
は
平
安
朝
に
な
っ
℃
か
ら
、
下
に
助
動
詞
が
接
続
す
る
場
合
に

と
る
「
ズ
ア
ル
」
の
類
推
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

乙
乙
は
、
旧
訓
、
代
匠
記
、
評
釈
、
金
註
釈
に
従
い
、
「
コ
ヒ
セ
ヌ

サ
キ
ニ
」
と
施
訓
し
て
然
る
ぺ
き
と
思
わ
れ
る
。

s
t
f
p
－3
3
2
nり
つ
早
な
ふ
み
そ
担
．

L
d
L
F
3
I
l
l
i－
－
や
ま
白
み
こ
ふ
り
し

ωZT
ゆ

α対
臨
む
此

E
r雪
英
踏
繭
数
毛
不
零
雪
曾
山
耳
蹴
零
之
雪
曾
由

山
小
総
勿
ん
詑
お
即
日
酔
離
部
和
（
十
九
・
四
二
二
七
）

古
の
傍
棋
の
句
も
、
諸
註
釈
書
は
融
合
形
で
「
プ
ラ
ザ
ル
ユ
キ
ゾ
」

と
訓
ん
で
い
る
が
、
と
の
場
合
D
明
川
も
「
雪
」
を
修
飾
す
る
連
休

修
飾
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
と
L
の
「
不
」
字
も
補
助
活
用

で
サ
ル
と
訓
む
の
は
正
し
く
な
い
。
従
来
の
よ
う
に
、
補
助
活
用
で

「
フ
ラ
ザ
ル
ユ
キ
ゾ
」
と
訓
む
べ
き
で
な
い
の
は
勿
論
の
と
と
で
あ

る
が
、
未
融
合
形
で
「
フ
ラ
ズ
ア
ル
ユ
キ
ゾ
」
と
す
べ
き
で
な
い
の

も
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
従
う
て
、
乙
L
は
字
面
に
即
し
て
「
フ

ラ
ヌ
ユ
キ
ゾ
」
と
施
訓
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
フ
ラ
ヌ
ユ
キ

ゾ
」
と
訓
め
ば
宇
足
ら
ず
の
句
と
な
り
格
調
上
の
懸
念
が
な
い
と
と

も
な
い
が
、
そ
れ
は
、
乙
の
長
歌
が
、
歌
そ
の
も
の
L
製
作
年
代
は

古
く
、
伝
承
さ
れ
て
巻
十
九
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
℃
決
し
て

新
し
い
歌
で
は
な
く
、
集
中
で
も
極
め
て
珍
ら
し
い
形
、
即
ち
短
旬

を
重
ね
て
作
ら
れ
た
古
歌
謡
形
式
の
音
数
の
整
っ
て
い
な
い
長
歌
で

あ
る
と
と
、
そ
れ
に
「
不
零
目
指
一
一
曾
」
と
対
を
な
し
て
い
る
下
の
「
零

之
雪
曾
」
の
旬
も
「
フ
リ
シ
ユ
キ
ゾ
」
の
六
音
何
で
あ
る
乙
と
か
ら

み
て
き
し
て
問
題
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

-10ー
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従
来
の
諸
註
釈
書
は
、
集
中
の
形
容
詞
を
多
く
の
場
合
カ

F
活
用

で
訓
ん
で
い
る
の
で
’
あ
る
が
、
と
れ
ま
で
に
し
ぼ
／
＼
論
述
し
た
如

く
、
高
葉
一
・
二
期
に
属
す
る
歌
で
訓
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
例
外

な
く
「
l
i
h
ク
ア

p
」「
1
1
1
ズ
ア
リ
」
の
未
融
合
形
の
み
で
、
明
ら

か
に
カ
リ
活
用
と
認
め
ら
れ
る
例
は
一
例
も
な
く
、
高
葉
一
・
一
一
期



の
古
い
時
代
に
於
け
る
形
容
詞
カ
リ
活
用
並
び
に
ズ
の
補
助
活
用
ザ

リ
の
作
在
は
認
め
難
い
の
で
あ
る
か
ら
、
前
向
葉
集
の
い
か
な
る
歌
を

も
カ
リ
活
用
で
訓
む
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
寓
葉
一
・
二
期
の
人

麿
作
歌
及
び
人
間
歌
集
歌
を
カ
リ
活
用
で
訓
む
こ
と
は
、
語
法
上

許
存
出
来
な
い
難
点
が
あ
る
。
従
っ
て
、
人
腔
時
代
に
属
す
る
よ
う

な
古
い
歌
を
カ
リ
市
川
で
訓
む
と
と
は
避
け
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、

「
可
奈
之
久
安
里
山
水
牟
」
ハ
二
十
・
四
一
一
二
三
二
）
「
古
非
之
久
安
流

俗
之
」
ハ
二
十
・
問
問
。
八
）
「
阿
良
波
左
受
安
利
吉
」
（
五
・
八

五
問
）
な
ど
の
例
。
ぞ
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
葉
人
は
と
れ
ら

八
計
何
も
決
し
て
破
調
と
は
意
識
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
カ
リ

罰
則
の
認
め
難
い
時
代
の
歌
は
、
た
と
え
字
余
り
旬
と
な
っ
て
も
、

敢
て
未
融
合
形
「
｜
｜
グ
ア
リ
」
「

l
iズ
ア
リ
」
の
形
で
施
訓
す

ペ
き
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
Q

〔註
2
U

向。
Q
U
 

ワムP
 

春
日
政
治
博
士
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の

ohM 5
 
P
 

〔註
1
U
「
国
語
学
辞
典
」
形
容
詞
の
項

国
語
学
的
研
笠
」

r、
註。

4

6

 

4ム
｝

i
w
h
リ

寸
l
A
j

’t
噌’Bb

p

p

 

亀
井
孝
氏
「
憶
良
の
貧
窮
問
答
歌
の
訓
ふ
た
つ
」
（
「
寓

柏
市
」
第
四
号
）

註
3
に
同
じ

註
2
の

〔詰
4
〕

〔註
5
〕

〔註
6
〕

〔
詰
7〕

〔註
8
〕

〔註
9
〕

〔
註
叩
〕

註
3
に
同
じ

佐
竹
昭
広
氏
「
一
期
歌
字
飴
考
」
（
「
文
学
」
第
十
四
巻
五

7

8

 

M
t
m〉

号門
前
正
彦
氏
「
「
聞
き
ま
が
は
さ
る
』
か
「
聞
き
ま
が

は
ざ
る
』
か
」
（
「
国
一
前
直
文
』
第
二
十
五
巻
十
二
号

8

4

 

H
t
m）
 

門
前
正
彦
氏
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
｜
｜
打
消
助

動
詞
の
連
休
形
に
つ
い
て
1

1
」
ハ
「
訓
点
語
と
訓
点
資

料
』
第
八
軒
〉

註
9
に
同
じ

一11-

「
今
昔
物
詩
集
の
文
体
と
語
法
」

i
l
「
：
：
：
ク
シ
テ
」
「
：
：
：
ク
テ
」
・
打
消
の

助
動
詞
連
休
形
・
「
如
ク
也
」
「
如
キ
品
」

「如、
v
也
」
を
め
ぐ
っ
て

l
l

福

山

布

威

今
昔
物
語
の
文
章
に
漢
文
訓
読
体
の
も
の
と
、
仮
名
文
の
系
統
を


